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◎開会の宣告 

○議長（小西秀延君） これより令和７年定例会６月会議の議案等に関する議案説明会を開催い

たします。 

（午前１０時０１分） 

                                          

○議長（小西秀延君） 定例会６月会議に町長から提案のあった議案は、各会計の補正予算４件、

条例の制定１件、条例の一部改正９件、町道の路線認定及び廃止１件、工事請負契約の締結２件、

報告８件、あわせて25件であります。順次、議案の説明をいただきます。 

ここで、あらかじめお諮りいたします。日程第１及び第２、日程第７から第14までの条例の制

定及び一部改正についての議案説明でありますが、条文の朗読を省略し、議案説明、新旧対照表

及び資料により簡潔に説明させることとしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） ご異議なしと認めます。 

それでは、そのように取扱いをさせていただきます。 

日程第１、議案第５号 白老町部設置条例の制定について、議案の説明をお願いいたします。 

鈴木総務課長。 

○総務課長（鈴木徳子君） 議５－１をお開きください。議案第５号 白老町部設置条例の制定

についてご説明申し上げます。 

初めに議５－４をお開きください。議案説明でございます。近年の社会情勢の急激な変化によ

り、行政が果たすべき役割も多様化し、より一層安定した行政運営が求められている中において、

大課制の推進と部制によるマネジメント強化を行い、人材育成や組織力強化を図り、さらなる町

民サービス向上を進める組織運営を迅速かつ効果的に行う必要があることから、本条例を制定す

るものでございます。 

議５－５の新旧対照表につきましては、今回部設置条例制定に伴う関連条例の新旧対照表とな

っております。 

議５－３にお戻りください。附則でございます。施行期日、第１項、この条例は、令和７年７

月１日から施行するものでございます。 

条文の朗読は省略させていただきますが、部の設置につきましては第１条におきまして総務財

政部、町民生活部、企画振興部、都市整備部、保健福祉部を設置するものとして定めております。 

部設置条例の説明につきましては以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより議案第５号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって議案第５号の議案説明を終わります。 
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日程第２、議案第７号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例の制定について、議案の説明をお願いいたします。 

鈴木総務課長。 

○総務課長（鈴木徳子君） 議７－１をお開きください。議案第７号 特別職の職員で非常勤の

ものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定についてご説明申し上げます。 

初めに議７－２をお開きください。国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の改正に

基づき、選挙長等の費用弁償の額が変更されることから、特別職の職員で非常勤のものの報酬及

び費用弁償に関する条例の一部を改正するものでございます。 

昨今の物価高騰及び選挙執行に係る事務経費を国において額を値上げすることに伴いまして、

本町におきましても同様の取扱いとすることから、このたび提案させていただくものでございま

す。 

議７－１にお戻りください。附則でございます。この条例は、公布の日から施行するものとし

ております。 

説明については以上でございます。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより議案第７号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって議案第７号の議案説明を終わります。 

日程第３、議案第１号 令和７年度白老町一般会計補正予算（第２号）、議案の説明をお願い

いたします。 

増田企画財政課長。 

○企画財政課長（増田宏仁君） 議１－１をお開きください。議案第１号 令和７年度白老町一

般会計補正予算（第２号）の説明をさせていただきます。 

このたびの補正予算につきましては、歳入歳出それぞれ39万7,000円を減額し、総額を121億

5,016万8,000円とするものでございます。 

続きまして、３ページの「第１表 歳入歳出予算補正」の１、歳入、４ページの２、歳出につ

きましては、記載のとおりでございますので説明を省略させていただきます。 

次に５ページ、「第２表 地方債補正」につきましては記載のとおりでございまして、内容に

つきましては歳出のところで説明をさせていただきます。 

次に歳入歳出事項別明細書の２、歳出から説明をさせていただきますので、12ページ、13ペー

ジをお開きください。 

１款議会費、１項１目議会費、(１)議会運営経費19万6,000円の増額補正であります。備品購入

費は、議会中継などの動画配信用機器のサポート期間が終了となり不具合が発生した場合、動画

配信が行えなくなる可能性があることから、安定的な動画配信を行うため機器の更新に要する経

費を計上するもので、財源は一般財源であります。 
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２款総務費、１項１目一般管理費、(１)庁舎管理経費36万3,000円の増額補正であります。手数

料は、機構改革に伴う電話回線の敷設替えに要する経費を計上するもので、財源は一般財源であ

ります。(２)情報化推進経費56万5,000円の増額補正であります。手数料は、機構改革に伴うＬＡ

Ｎ配線の敷設替えに要する経費を計上するもので、財源は一般財源であります。 

続きまして１項２目姉妹都市費、(１)姉妹都市交流等促進事業経費10万8,000円の増額補正であ

ります。補助金は、８月に予定されておりますケネル市訪問団の来町時における新千歳空港への

送迎バスの運行に要する経費を白老町姉妹都市協会に対し交付するもので、財源は一般財源であ

ります。 

続きまして１項７目財産管理費、(１)財産管理事務経費504万9,000円の増額補正であります。

次ページにわたっていきますが、個人情報が多く含まれるため概略でのご説明となりますが、令

和４年にお亡くなりになられました町民の方の遺言による町への財産贈与、遺贈寄附があったこ

とから、町が贈与を受けた土地、家屋、車両、現金預金等の財産のうち、土地及び家屋の整理に

要する経費を計上するもので、家屋内に残されていた動産の処分及び土地の測量、不動産鑑定、

登記に要する経費を計上するものであります。財源は一般財源でありますが遺贈寄附により贈与

を受けた現金預金のうち、本経費と同額を一般寄附金として計上いたします。(２)遊休施設解体

事業670万円の増額補正であります。遺贈寄附により町が贈与を受けた土地、家屋、車両、現金預

金等の財産のうち、家屋の解体に要する経費を計上するものであります。財源は一般財源であり

ますが、遺贈寄附により贈与を受けた現金預金のうち、本経費と同額を一般寄附金として計上い

たします。 

１項８目車両管理費、(１)共用車等管理経費36万7,000円の増額補正であります。遺贈寄附によ

り町が贈与を受けた土地、家屋、車両、現金預金等の財産のうち、車両の整備に要する経費を計

上するもので、車両の状態も良好であることから、公用車として使用するため車検費用及びタイ

ヤ等の消耗品の購入に要する経費を計上するものであります。財源は一般財源でありますが、遺

贈寄附により贈与を受けた現金預金のうち、本経費と同額を一般寄附金として計上いたします。 

１項９目企画調整費、(１)生活交通確保維持推進事業88万6,000円の増額補正であります。修繕

料は、地域循環バス「元気号」がエンジンの故障により走行ができず代替車両で運行している状

況であることからエンジンの修理に要する経費を計上するもので、財源は一般財源であります。 

１項14目自治振興費、(１)町内会活動育成経費39万6,000円の増額補正であります。工事請負費

は、ＮＴＴの電柱移設に伴い、共架している街路灯の移設が必要となることから街路灯の移設に

要する経費を計上するもので、財源は一般財源であります。 

続きまして１項16目町営防犯灯管理費、(１)町営防犯灯維持管理経費49万5,000円の増額補正で

あります。工事請負費は、同じくＮＴＴの電柱移設に伴い、共架している防犯灯の移設が必要と

なることから防犯灯の移設に要する経費を計上するもので、財源は一般財源であります。 

続きまして16ページ、１項17目諸費、(１)国際地域間交流推進事業300万円の減額補正でありま

す。本事業の財源として予定しておりました自治体国際化協会助成金が不採択となったことから

事業を取りやめ全額減額するもので、財源は諸収入の自治体国際化協会助成金の減であります。 



6 

４項２目参議院議員選挙費、(１)参議院議員選挙経費８万1,000円の増額補正であります。国会

議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の改正に伴う特別職の職員で非常勤のものの報酬及

び費用弁償に関する条例の改正により、選挙に従事する投開票管理者及び立会人の報酬が増額と

なることから差額分を増額するもので、財源は道支出金の参議院議員選挙事務委託金の増であり

ます。 

３款民生費、１項１目社会福祉総務費、(１)介護施設等環境改善事業153万4,000円の新規計上

であります。補助金は、熱中症対策として冷房施設を整備する介護施設に対し整備費用の２分の

１を国、４分の１を町が補助するもので、財源は国庫支出金の介護保険事業費補助金102万3,000円、

一般財源51万1,000円を充当いたします。 

１項２目老人福祉費、(１)介護医療院事業特別会計繰出金（介護医療院整備事業分）760万円の

減額補正であります。整備事業の財源であります都市構造再編集中支援事業補助金の内示額が当

初想定より下回ったことから国庫支出金を減額し、減額分の２分の１ずつを一般会計及び介護医

療院事業特別会計における起債にそれぞれ振り替えるもので、財源は国庫支出金の都市構造再編

集中支援事業補助金1,530万円の減、町債の過疎対策事業770万円の増であります。 

18ページ、４款環境衛生費、１項１目地域保健費、(１)後期高齢者特定健康診査事業経費は、

財源振替であります。財源であります諸収入の後期高齢者医療広域連合受託事業収入が増額され

たことから財源振替を行うもので、諸収入の後期高齢者医療広域連合受託事業収入が65万3,000円

の増、一般財源65万3,000円の減となります。(２)後期高齢者重症化予防対策事業12万7,000円の

増額補正であります。財源であります諸収入の後期高齢者医療広域連合受託事業収入が増額され

たことから歯科健康診査事業に要する消耗品費を増額するもので、財源は諸収入の後期高齢者医

療広域連合受託事業収入が23万3,000円の増、一般財源10万6,000円の減となります。 

３項２目塵芥処理費、(１)環境衛生センター運営経費21万1,000円の増額補正であります。備品

購入費は、浸出水処理施設の水中ポンプの不具合により安定的な水処理に支障が生じていること

から水中ポンプの更新に要する経費を計上するもので、財源は一般財源であります。 

４項１目病院事業費、(１)国民健康保険病院事業会計繰出金等（病院改築事業分）2,870万円の

減額補正であります。改築事業の財源であります都市構造再編集中支援事業補助金の内示額が当

初想定より下回ったことから国庫支出金を減額し、減額分の２分の１ずつを一般会計及び病院事

業会計における起債にそれぞれ振り替えるもので、財源は国庫支出金の都市構造再編集中支援事

業補助金5,750万円の減、町債の過疎対策事業2,880万円の増であります。 

６款農林水産業費、１項４目畜産業費、(１)畜産振興推進事業150万円の増額補正であります。

次ページにわたっていきますが、補助金は、国の新規就農者育成対策として49歳以下の新たに経

営を開始する農業従事者に対し年間150万円を早期の経営確立資金として支援をするもので、財源

は道支出金の農業次世代人材投資事業補助金を充当いたします。 

７款商工費、２項１目観光対策費、(１)交流促進バス運行事業22万1,000円の増額補正でありま

す。修繕料は、交流促進バス「ぐるぽん」のバッテリーが劣化し安定的な運行に支障が生じてい

ることからバッテリーの交換に要する経費を計上するもので、財源は一般財源であります。 
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８款土木費、２項２目道路新設改良費、(１)町道整備事業（補助事業）は、財源振替でありま

す。事業の財源であります都市構造再編集中支援事業補助金の内示額が当初想定より下回ったこ

とから国庫支出金を減額し起債に振り替えるもので、財源は国庫支出金の都市構造再編集中支援

事業補助金228万円の減、町債の過疎対策事業230万円の増、一般財源２万円の減であります。 

９款消防費、１項１目常備消防費、(１)消防本部運営経費40万4,000円の増額補正であります。

次ページにわたっていきますが、消耗品費は、新たに就任された消防長の貸与品の購入に要する

経費及び令和７年度新規採用職員の貸与品について、当初予定しておりました４名から１名追加

の５名を採用したことから、当初予算に計上していない１名分の貸与品の購入に要する経費を計

上するもので、財源は一般財源であります。(２)職員訓練研修経費46万3,000円の増額補正であり

ます。令和７年度新規採用職員の消防学校入校経費について、新規採用職員を１名追加の５名と

したことに伴い、入校者数を当初予定の３名から１名追加の４名としたことから、当初予算に計

上していない１名分の消防学校入校に要する経費のほか、当初予算計上済みの消防学校入校経費

が物価上昇等の影響により増額されたことから増額分を計上するもので、財源は一般財源であり

ます。 

10款教育費、２項１目学校管理費、(１)小学校施設整備事業707万3,000円の新規計上でありま

す。工事請負費は、虎杖小学校玄関の外壁の一部が剥離しており、落下の危険性があることから、

外壁の改修に要する経費を計上するもので、財源は繰入金の公共施設等整備基金繰入金を充当い

たします。 

４項３目図書館費、(１)図書館運営経費３万円の増額補正であります。匿名の方より読書環境

整備への指定寄附があったことから、寄附金を財源として増額するものであります。 

24ページをお開きください。13款給与費、１項１目給与費、(１)職員等人件費36万円は増額補

正であります。職員手当等は、単身赴任手当の支給を要する職員を本年４月１日付けで採用した

ことから１年分の手当額を計上するもので、財源は一般財源であります。 

14款諸支出金、１項１目基金管理費、(１)各種基金積立金1,177万4,000円は増額補正でありま

す。教育振興基金積立金127万3,000円は、株式会社ユーラスエナジーホールディングス様からの

指定寄附分、子ども夢基金積立金1,050万1,000円は、遺贈寄附により贈与を受けた預貯金のうち

相続財産の整理に要する経費を差し引いた額を遺言に基づき子供たちのために役立てるため積立

てをするものでございます。 

以上で歳出の説明を終わらせていただきまして、歳入の一般財源の説明をさせていただきます。

８ページ、９ページにお戻りください。19款寄付金、１項１目寄付金、一般寄付金1,211万6,000円

の増額補正であります。歳出でご説明しましたとおり遺贈寄附により贈与を受けた預貯金のうち、

相続財産の整理に要する経費である財産管理事務経費、遊休施設解体事業、共用車等管理経費の

計上額と同額を一般寄附金として計上するものでございます。 

21款繰越金、１項１目繰越金、前年度繰越金440万1,000円の増額で、歳出総額に対する一般財

源不足分を計上するものでございます。 

なお、令和６年度一般会計の決算剰余金につきましては、歳入歳出差引き残高が４億8,240万
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2,000円、うち翌年度に繰り越すべき財源4,201万9,000円を差し引いた４億4,038万3,000円が繰越

金となる見込みであります。 

説明は以上であります。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより議案第１号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって議案第１号の議案説明を終わります。 

日程第４、議案第２号 令和７年度白老町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）、議案の

説明をお願いいたします。 

伊藤高齢者介護課長。 

○高齢者介護課長（伊藤信幸君） 議２－１をお開きください。議案第２号 令和７年度白老町

介護保険事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明をさせていただきます。 

今回の補正につきましては、歳入歳出それぞれ3,193万7,000円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ25億4,711万9,000円とする補正でございます。 

２ページから３ページの「第１表 歳入歳出予算補正」につきましては、記載のとおりでござ

いますので説明を省略させていただきます。 

次に、歳入歳出事項別明細書の２、歳出から説明をさせていただきます。６ページ、７ページ

をお開きください。６款諸支出金、１項２目償還金、(１)国庫支出金等過年度分返還金は3,193万

7,000円の増で、令和６年度介護給付費確定に伴う国、北海道支払い基金への返還金を計上するも

のであります。財源は全額前年度繰越金であります。 

次に、歳入でございます。４ページをお開きください。８款繰越金、１項１目繰越金、前年度

繰越金は、令和６年度の決算剰余金のうち、繰り越すべき財源3,193万7,000円の増額補正であり

ます。 

以上で説明を終わらせていただきます。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより議案第２号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって議案第２号の議案説明を終わります。 

 日程第５、議案第３号 令和７年度白老町立介護医療院事業特別会計補正予算（第１号）、議

案の説明をお願いいたします。 

本間病院事務長。 

○病院事務長（本間 力君） 議案第３号 令和７年度白老町立介護医療院事業特別会計補正予

算（第１号）についてご説明させていただきます。 

３ページ、４ページの「第１表 歳入歳出予算の補正」、５ページの「第２表 地方債補正」
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は、記載のとおりでありますので説明を省略させていただきます。 

次に、歳入歳出事項別明細書の２、歳出からご説明させていただきます。８ページ、９ページ

をお開きください。１款総務費、１項１目一般管理費についてはゼロ円補正となり、特定財源の

振替のみとなります。 

６ページ、７ページをお開きください。３款繰入金、１項１目一般会計繰入金につきましては、

都市構造再編集中支援事業補助金の内示を受け、病院改築に伴う国庫補助が減額されたことによ

り、一般会計からの繰入金を760万円減額するものであります。 

続きまして、５款町債、１項１目介護サービス事業債につきましては、国庫補助の内示による

一般会計繰入金の減額分を補うため、同額を介護医療院整備事業債に振り替えるものであります。 

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより議案第３号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって議案第３号の議案説明を終わります。 

日程第６、議案第４号 令和７年度白老町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）、議

案の説明をお願いいたします。 

本間病院事務長。 

○病院事務長（本間 力君） 議４－１をお開きください。議案第４号でございます。令和７年

度白老町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。 

まず、資本的収支の予定でございますが、収入の第１款資本的収入につきましては、既決予定

額に変更なく、第１項出資金と第２項の企業債において2,870万円財源振替するものであります。 

次に、起債の限度額につきましては、病院改築Ⅱ期事業に係る起債の限度額6,450万円を2,870万

円増額し、9,320万円に改めるものであります。 

続きまして議４－２をお開きください。令和７年度白老町国民健康保険病院事業会計補正予算

実施計画書につきましては、記載のとおりでございますので説明は省略させていただきます。 

続きまして議４－３をお開きください。令和７年度白老町国民健康保険病院事業会計補正予算

説明書についてご説明いたします。今回は資本的収入のみの補正となります。１款資本的収入、

１項１目出資金2,870万円の減につきましては、都市構造再編集中支援事業補助金の内示を受け、

病院改築に係る補助金が5,750万円減額になったこと、また、その減額分の２分の１相当を過疎債

に振り替えたことによるものであります。 

次に、２項１目企業債2,870万円の増につきましては、国庫補助金の内示による減額分を企業債

に振り替えることにより増額するものであります。 

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより議案第４号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって議案第４号の議案説明を終わります。 

日程第７、議案第６号 白老町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を

改正する条例の制定について、議案の説明をお願いいたします。 

太田政策推進課長。 

○政策推進課長（太田 誠君） 議６－１をお開きください。議案第６号 白老町個人番号の利

用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定についてご説明いたします。 

議６－７をお開きください。議案説明です。自治体情報システムの標準化・共通化に係る規定

の整備を行うため、本条例の一部を改正するものであります。 

議６－８をお開きください。新旧対照表でありますが、６－８から６－14ということで、主な

改正点でございますが、地方公共団体情報システムの標準化に関する法律による標準準拠システ

ムへの移行及び行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正

に伴い、引用条項の整理を行うとともに、標準準拠した総合住民情報システムにおいて、住民登

録がない方の情報を管理するための機能、住登外者宛名番号管理機能が登載されておりますが、

マイナンバーの利用に当たっては法定事務、または独自利用事務として定める必要があり、住登

外者宛名番号管理機能については法定事務に当たらないため独自利用事務として各自治体の条例

で定める必要があることから、条項及び別表に必要事項を追加するものであります。以上が主な

改正点となっております。 

議６－６に戻っていただきまして附則であります。この条例は、公布の日から施行する。 

以上で議案第６号の説明を終わらせていただきます。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより議案第６号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって議案第６号の議案説明を終わります。 

日程第８、議案第８号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について、議案

の説明をお願いいたします。 

鈴木総務課長。 

○総務課長（鈴木徳子君） 議８－１をお開きください。議案第８号 職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例の制定についてご説明申し上げます。 

議８－２をお開きください。議案説明でございます。 

令和７年７月１日機構改革による部長制の導入に伴い、行政職給料表において６級制から７級

制へと移行することから、所要の改正を行うため、職員の給与に関する条例の一部を改正するも

のでございます。 

議８－３から８－５までにつきましては、新たに７級を追加いたしました行政職給料表になっ
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ております。 

議８－１にお戻りください。附則でございます。この条例は、令和７年７月１日から施行す

る。 

以上でございます。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより議案第８号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって議案第８号の議案説明を終わります。 

日程第９、議案第９号 白老町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例の制定について、議案の説明をお願いいたします。 

鈴木総務課長。 

○総務課長（鈴木徳子君） 議９－１をお開きください。議案第９号 白老町会計年度任用職員

の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定についてご説明申し上げます。 

議９－２をお開きください。議案説明でございます。令和７年７月１日機構改革に伴い、国家

資格を有する専門職に対する待遇改善を実施するため、同職を担う会計年度任用職員についても

調整額を導入する必要があることから、白老町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条

例の一部を改正するものでございます。 

議９－３の新旧対照表につきましては、記載のとおりとなっております。 

議９－１にお戻りください。附則でございます。この条例は、令和７年７月１日から施行する。 

以上でございます。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより議案第９号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって議案第９号の議案説明を終わります。 

日程第10、議案第10号 白老町職員の特殊勤務手当支給条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、議案の説明をお願いいたします。 

鈴木総務課長。 

○総務課長（鈴木徳子君） 議10－１をお開きください。議案第10号 白老町職員の特殊勤務手

当支給条例の一部を改正する条例の制定についてご説明申し上げます。 

議10－３をお開きください。議案説明でございます。令和７年７月１日より調整額が導入され

ることから、保育園等に勤務する会計年度任用職員に支給していた処遇改善手当を廃止し、調整

額に変更するものであります。また、緊急消防援助隊として救助等の作業を行った消防吏員に対

し、新たに特殊勤務手当を支給するための所要の改正を行うため、白老町職員の特殊勤務手当支

給条例の一部を改正するものでございます。 
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消防の特殊勤務手当につきましては、議10－４以降に示しております。議10－６に災害応急作

業等手当ということで、このたび追加させていただいているものでございます。 

議10－２にお戻りください。附則でございます。この条例は、令和７年７月１日から施行する。 

説明は以上でございます。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより議案第10号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって議案第10号の議案説明を終わります。 

 日程第11、議案第11号 白老町税条例の一部を改正する条例の制定について、議案の説明をお

願いいたします。 

高尾税務課長。 

○税務課長（高尾利弘君） 議11－１をお開きください。議案第11号 白老町税条例の一部を改

正する条例の制定についてご説明いたします。 

議11－６をお開きください。議案説明です。地方税法及び地方税法等の一部を改正する法律の

一部を改正する法律が本年３月31日に公布されたことから、本条例の一部を改正するものであり

ます。 

議11－11の次のページ、説明資料をお開きください。主な改正内容と施行日についてご説明さ

せていただきます。 

１番目、公示送達をインターネットで閲覧可能にするための規定の整備でございます。公示送

達における公示事項をインターネットで閲覧することができるようにするとともに、公示事項が

記載された書面を掲示場に掲示し、または電子計算機の映像面に表示して閲覧できるようにする

ための規定を整備するものでございます。この規定は、地方税法等の一部を改正する法律附則第

１条第12号に掲げる規定の施行の日から施行するものでございます。 

２番目、個人住民税における「特定親族特別控除」の創設に係る規定の整備でございます。地

方税法の改正に伴い、所得控除に「特定親族特別控除」を控除すべき金額に追加するとともに、

公的年金等受給者の個人住民税申告義務に係る規定及び給与所得者の扶養親族等申告書の記載事

項に「特定親族」（年齢19歳以上23歳未満の扶養親族等）を追加するものでございます。この規

定は、令和８年１月１日から施行するものであります。 

３番目、入湯税に係る納入申告書の提出期限及び納入金の納入期限の延長でございます。事務

手続等に要する期間を確保するため、入湯税の特別徴収に係る納入申告書の提出期限及び納入金

の納入期限を「毎月15日まで」から「毎月末まで」に延長する改正を行うものでございます。こ

の規定は、令和８年１月１日から施行するものでございます。 

４番目、加熱式たばこに係る町たばこ税の課税方式の見直しでございます。紙巻たばことの税

負担水準の均衡を図るため、加熱式たばこに係る課税方式の見直しを行うもので、激変緩和措置

として、実施時期を令和８年４月１日以降と10月１日以降の２段階に分けて行うものでございま
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す。この規定は、令和８年４月１日から施行するものでございます。 

説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより議案第11号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって議案第11号の議案説明を終わります。 

日程第12、議案第12号 白老町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について、議

案の説明をお願いいたします。 

久保町民課長。 

○町民課長（久保雅計君） 議12－１をお開きください。議案第12号 白老町国民健康保険税条

例の一部を改正する条例の制定についてご説明いたします。 

附則でございます。 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行し、令和７年４月1日から適用する。 

（適用区分） 

２ 改正後の白老町国民健康保険税条例の規定は、令和７年度以後の年度分の国民健康保険税

について適用し、令和６年度分までの国民健康保険税については、なお従前の例による。 

続きまして、議12－２をお開きください。議案説明でございます。地方税法施行令の一部を改

正する政令が本年３月31日に公布され、４月１日に施行されたことから、本条例の一部を改正す

るものでございます。 

新旧対照表につきましては記載のとおりでございます。軽減判定所得の見直しに関わる第19条

の改正内容につきましては、添付しております議案第12号及び報告第３号の説明資料にてご説明

いたします。議12－５の次のページの資料を御覧ください。 

１、改正趣旨は記載のとおりでございます。 

２、改正内容①（報告第３号）、専決処分に関わる部分ですので後ほどご説明いたします。 

３、改正内容②（議案第１号）、保険税軽減措置の拡充についてでありますが、このたびの改

正内容は、低所得者の方に対する保険税軽減措置の拡充でございます。国民健康保険税では、加

入世帯の総所得に応じて７割、５割、２割の軽減を受けることができますが、今回の改正により

５割と２割について軽減基準所得額を引き上げることで軽減対象の拡充を図るものでございます。

７割軽減の改正はございませんが、５割軽減の拡充につきましては、被保険者１人につき加算額

を29万5,000円から30万5,000円に１万円増額することにより、軽減対象となる所得金額を引き上

げるものでございます。２割軽減の拡充につきましても被保険者１人につき加算額を54万5,000円

から56万円に１万5,000円増額することにより、軽減対象となる所得金額を引き上げるものでござ

います。 

次のページを御覧ください。４、対象世帯・影響額についてであります。改正後の対象世帯保
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険税軽減の影響見込額につきましては、【改正内容②】となります。令和６年度当初賦課時点の

データをもとに試算した結果、５割軽減が22世帯、２割軽減が16世帯の計38世帯。軽減額は合計

65万6,000円の減額と見込まれるものでございます。 

以上です。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより議案第12号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって議案第12号の議案説明を終わります。 

日程第13、議案第13号 白老町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例の制定について、議案の説明をお願いいたします。 

齋藤子育て支援課長。 

○子育て支援課長（齋藤大輔君） 議13－１をお開きください。議案第13号 白老町家庭的保育

事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についてご説明い

たします。 

議13－４の議案説明でございます。家庭的保育事業の設備及び運営に関する基準及び特定教育・

保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の一

部改正に伴い、引用箇所の改正について所要の整備を行うため、本条例の一部を改正するもので

ございます。 

議13－５、新旧対照表でございます。まずは第６条関係です。保育所等との連携ということで

家庭的保育事業等による集団保育の機会を提供するために設定する保育内容支援及び職員の病気

等により代わって保育を提供するために設定する代替保育の連携施設について、確保が著しく困

難であると認める場合における取扱い要件及び引用条文等について改めるものでございます。 

次に、附則、第３条、連携施設に関する経過措置でございます。連携施設の確保をしないこと

ができるとする経過措置を令和11年度まで５年間延長し、施行日から起算して15年を経過する日

までに改めるものでございます。 

議13－３にお戻りください。附則でございます。この条例は、公布の日から施行する。 

以上でございます。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより議案第13号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって議案第13号の議案説明を終わります。 

日程第14、議案第14号 白老町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について、議案の説明をお願いいたし

ます。 
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齋藤子育て支援課長。 

○子育て支援課長（齋藤大輔君） 議14－1をお開きください。議案第14号 白老町特定

教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例の制定についてご説明いたします。 

議14－４の議案説明でございます。家庭的保育事業の設備及び運営に関する基準及び特

定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に

関する基準の一部改正に伴い、引用箇所の改正について所要の整備を行うため、本条例の

一部を改正するものでございます。 

議14－５、新旧対照表でございます。初めに、第37条、第42条関係、特定教育・保育施

設との連携でございます。家庭的保育事業者等による集団保育の機会を提供するために設

定する保育内容支援及び職員の病気等により、代わって保育を提供するために設定する代

替保育の連携施設について、確保が著しく困難であると認める場合における取扱い要件及

び引用条文等について改めるものでございます。 

次に、附則、第５条、連携施設に関する経過措置でございます。連携施設の確保をしな

いことができるとする経過措置を令和11年度まで５年間延長し、施行日から起算して15年

を経過する日までに改めるものでございます。 

議14－３にお戻りください。附則でございます。この条例は、公布の日から施行する。 

以上でございます。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより議案第14号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって議案第14号の議案説明を終わります。 

 日程第15、議案第15号 町道の路線認定及び廃止について、議案の説明をお願いいたし

ます。 

瀬賀建設課長。  

○建設課長（瀬賀重史君） 議15－１をお開き願います。議案第15号でございます。町道

の路線認定及び廃止についてご説明いたします。 

議15－２をお開き願います。議案説明でございます。下記の理由により、町道の路線認

定及び廃止をするものであります。  

本路線に隣接する複数事業者から土地利用計画変更に伴う用途廃止要望があり現況を確

認したところ、町道としての機能が著しく低いことから、次の路線の認定及び廃止をする

ものであります。  

認定及び廃止する路線は、路線番号Ｆ－７、飛生２番線と路線番号Ｆ－８、飛生３番線

の２路線となっており、それぞれ起点変更に伴い認定及び廃止を行うものでございます。  

詳細につきましては、議15－２の次のページ、議案第15号の説明資料の図面を御覧いた
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だきたいと思います。  

飛生２番線と飛生３番線につきましては、図面の右上側の旧起点から図面下側のほうに

それぞれ終点まで既存路線の認定がされておりますが、用途廃止要望のある区域箇所の路

線認定を廃止するため、飛生２番線と飛生３番線をそれぞれ新たな新起点から終点までと

する実線部分での認定を行い、これまでの点線部分の町道路線を廃止するもので、飛生２

番線につきましては、実質として537.3メートルの路線廃止、飛生３番線につきましては、

656.9メートルの路線廃止の内容となっております。  

以上で議案第15号の説明を終わらせていただきます。  

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより議案第15号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって議案第15号の議案説明を終わります。 

日程第16、議案第16号 工事請負契約の締結について（令和７年度施行 敷生橋橋梁修

繕工事）議案の説明をお願いいたします。 

増田企画財政課長。 

○企画財政課長（増田宏仁君） 議16－１をお開きください。工事請負契約の締結につい

てでございます。 

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に基づき、

議決を求めるものでございます。 

１、契約の目的につきましては、令和７年度施行 敷生橋橋梁補修工事。 

３、契約の金額は、１億4,850万円。 

４、契約の相手方につきましては、川田・丸幸鈴木特定建設工事共同企業体でございま

す。 

議16－２をお開きください。議案説明です。 

１、工事場所につきましては、白老郡白老町字竹浦。 

２、工事概要につきましては、本工事は、完成後50年が経過し老朽化及び腐食の著しい

敷生橋の修繕を実施するもので、今年度は全長108.5メートルのうち72.3メートルにおける

主桁等の鋼材補修及び塗装の補修を実施するものでございます。 

続きまして入札の経過でございます。去る４月14日に白老町公告第９号による制限付一

般競争入札の公告を行い、４月14日から４月21日まで入札参加資格申請の受け付けをいた

しました。その結果、道南綜合土建株式会社、株式会社岩崎組、川田・丸幸鈴木特定建設

工事共同企業体、２者の単独企業と１つの共同企業体から申請があり、３者で５月22日に

入札を行ったところであります。 

落札率でございますが、予定価格１億5,348万3,000円に対し落札額が１億4,850万円でご

ざいますので、落札率は96.7％となってございます。 
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説明は以上であります。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより議案第16号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって議案第16号の議案説明を終わります。 

 日程第17、議案第17号 工事請負契約の締結について（令和７年度施行 街路灯改修工

事）、議案の説明をお願いいたします。 

増田企画財政課長。 

○企画財政課長（増田宏仁君） 議17－１をお開きください。議案第17号 工事請負契約

の締結についてでございます。 

こちらにつきましても議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条

例第２条の規定に基づきまして議決を求めるものでございます。 

１、契約の目的につきましては、令和７年度施行 街路灯改修工事。 

３、契約の金額につきましては、１億9,008万円。 

４、契約の相手方につきましては、白電社・谷野特定建設工事共同企業体でございます。 

議17－２をお開きください。議案説明です。 

１、工事場所につきましては、白老町内一円となってございます。 

２、工事概要につきましては、道路安全の確保、維持管理のコスト削減及び施設の長寿

命化を図るため、街路灯のＬＥＤ改修を行うものであり、今年度はＬＥＤ化されていない

街路灯237基及び腐食の著しい照明分電盤11基の改修を実施するものでございます。 

続きまして入札の経過でございます。去る５月９日に白老町公告第14号による制限付一

般競争入札の公告を行い、５月９日から５月16日まで、入札参加資格申請の受付をいたし

ました。その結果、株式会社中村電機、白電社・谷野特定建設工事共同企業体、新興・西

川特定建設工事共同企業体、株式会社錦戸電気、２者の単独企業と２つの共同企業体から

申請があり、４者で６月５日に入札を行ったところでございます。 

落札率につきましては、予定価格１億9,533万8,000円に対し落札額が１億9,008万円でご

ざいますので、落札率は97.3％となってございます。 

説明は以上であります。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより議案第17号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって議案第17号の議案説明を終わります。 

 日程第18、報告第１号 専決処分の報告について（令和６年度白老町一般会計補正予算

（第13号））、議案の説明をお願いいたします。 
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増田企画財政課長。 

○企画財政課長（増田宏仁君） 報１－１をお開きください。報告第１号 専決処分の報

告について（令和６年度白老町一般会計補正予算（第13号））説明をさせていただきます。 

このたびの専決処分は、議会会議条例第８条の規定により、年度末における一般財源及

び基金積立金の増減に関する歳入歳出予算の補正を行うものでございます。 

報１－２をお開きください。補正の内容につきましては歳入歳出それぞれ１億3,551万

9,000円を追加し、総額を143億919万9,000円とするものでございます。 

４ページの「第１表 歳入歳出予算補正」の１、歳入、５ページの２、歳出につきまし

ては、記載のとおりでございますので説明を省略させていただきます。 

続きまして、歳入歳出事項別明細書の２、歳出から説明をさせていただきますので、14ペ

ージ、15ページをお開きください。 

２款総務費、１項９目企画調整費、(１)ふるさと納税推進ＰＲ事業は財源振替でござい

ます。令和６年４月から令和７年３月までの間に７億8,168万5,900円のふるさと納税の指

定寄附があったことから、おおむね２分の１の３億9,081万7,000円を返礼に要する経費と

して本事業に充当することとし、同額寄附金の一般寄附分を減額するものでございます。 

続きまして14款諸支出金、１項１目基金管理費、(１)各種基金積立金１億3,551万9,000円

の増額補正であります。財政調整基金積立金10万円は有限会社松崎商事様からの指定寄附

分、教育振興基金積立金５万円は匿名の方からの指定寄附分、役場庁舎建設基金積立金１

億1,000万円は次年度以降の事業財源としての積立て分、ふるさとＧＥＮＫＩ応援寄附金基

金積立金2,306万9,000円は本年１月から３月分の指定寄附金から経費充当分を除いた金額

の積立て分、まち・ひと・しごと創生基金積立金230万円は企業版ふるさと納税としてホク

レン農業協同組合連合会様から100万円、株式会社スプレス様から30万円、梨湖フーズ株式

会社様から100万円の寄附分であります。 

以上で歳出の説明を終わらせていただきまして、続いて１、歳入の説明をさせていただ

きます。 

６ページ、７ページにお戻りください。１款町税、１項２目法人町民税、現年課税分

1,600万円の減は調定実績に合わせて減額をするものでございます。２項１目固定資産税、

現年課税分3,900万円の増は調定実績に合わせて増額をするものでございます。６項１目入

湯税、現年課税分800万円の増は調定実績に合わせて増額をするものでございます。 

続いて２款地方譲与税、２項１目自動車重量譲与税727万7,000円の減額補正で、実績見

合いにより減額をするものでございます。 

８ページ、９ページをお開きください。４款配当割交付金、１項１目配当割交付金279万

4,000円の増額補正で、実績見合いにより増額をするものでございます。 

５款株式等譲渡所得割交付金、１項１目株式等譲渡所得割交付金687万1,000円の増額補

正で、実績見合いにより増額をするものでございます。 

６款法人事業税交付金、１項１目法人事業税交付金680万6,000円の増額補正で、実績見
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合いにより増額をするものでございます。 

７款地方消費税交付金、１項１目地方消費税交付金2,462万7,000円の増額補正で、実績

見合いにより増額をするものでございます。 

10ページ、11ページをお開きください。９款環境性能割交付金、１項１目環境性能割交

付金250万8,000円の増額補正で、実績見合いにより増額をするものでございます。 

11款地方特例交付金、１項１目地方特例交付金102万4,000円の増額補正で、実績見合い

により増額をするものでございます。 

12款地方交付税、１項１目地方交付税、特別交付税311万8,000円の減額補正であります。

３月交付分の特別交付税額が３億1,964万4,000円となり、12月分と合わせて総額４億

2,688万2,000円となったことから、実績見合いにより減額補正をするものでございます。 

12ページ、13ページをお開きください。19款寄付金、１項１目寄付金の一般寄付金は、

ふるさと納税推進ＰＲ事業の財源振替により３億9,081万7,000円を減額するものでござい

ます。 

続いて21款繰越金、１項１目繰越金4,476万5,000円の増額補正であります。歳出総額に

対する歳入の不足分を計上するもので、本補正予算後の繰越金の留保額は175万6,000円と

なります。 

説明は以上であります。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより報告第１号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はど

うぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって報告第１号の議案説明を終わります。 

 日程第19、報告第２号 専決処分の報告について、白老町税条例の一部を改正する条例

の制定について、議案の説明をお願いいたします。 

高尾税務課長。 

○税務課長（高尾利弘君） 報２－１をお開きください。報告第２号 専決処分の報告に

ついてご説明いたします。 

地方自治法第180条第１項の規定により、議会において指定されている下記事項について、

別紙のとおり専決処分したので同条第２項の規定により報告するものでございます。 

次のページをお開きください。専決処分書です。 

白老町税条例の一部を改正する条例について、令和７年３月31日付で専決処分したもの

でございます。 

次に、報２－５をお開きください。議案説明です。地方税法及び地方税法等の一部を改

正する法律の一部を改正する法律が本年３月31日に公布され、４月１日から施行されたこ

とから、専決処分により改正したものでございます。 
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改正の内容につきましては、報２－11の次のページの説明資料により説明させていただ

きます。 

まず１番目は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法

律第２条の項ずれに伴う規定の整備でございます。行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律第２条第15項、法人番号の定義ですけれども、こちら

が第16項とされたことに伴いまして申告の際に個人番号または法人番号を記載することと

している条項について改正するものでございます。 

続きまして２番目です。軽自動車税（種別割）に係る２輪車の車両区分の見直しに伴う

規定の整備でございます。原動機付自転車のうち２輪のもので、総排気量125cc以下でかつ

最高出力4.0キロワット以下に制御した新基準の原付バイクが導入されたことに伴いまし

て、当該バイクに係る軽自動車税の税率を年額2,000円と定める規定を追加するものでござ

います。 

３番目、道路交通法の改正に伴う身体障害者減免規定の整備でございます。道路交通法

が改正されましてマイナンバーカードに運転免許証の情報を記録したマイナンバー免許証

の運用が開始されたことに伴い、身体障がい者等の所有に係る軽自動車税の減免申請時に

おける運転免許証の提示義務に係る規定を整備するものでございます。 

４番目、特定マンションに対する固定資産税の減額措置に係る申告手続の特例措置の新

設でございます。長寿命化に資する大規模修繕工事を行ったマンションに係る固定資産税

に関し、マンション管理組合の管理者等から必要書類等の提出があり、減額措置の要件に

該当するときは、当該マンションの区分所有者からの申告書の提出がない場合であっても

減額措置を適用できることとする規定を新設するものでございます。 

報２－３にお戻りいただきまして、附則でございます。施行期日、第１条、この条例は、

令和７年４月１日から施行するものでございます。 

以下、説明を省略させていただきます。 

以上でございます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより報告第２号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はど

うぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって報告第２号の議案説明を終わります。 

 日程第20、報告第３号 専決処分の報告について（白老町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例の制定について）、議案の説明をお願いいたします。 

久保町民課長。 

○町民課長（久保雅計君） 報３－１をお開きください。報告第３号 専決処分の報告に

ついてご説明いたします。 
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地方自治法第180条第１項の規定により、議会において指定されている下記事項について、

別紙のとおり専決したので同条第２項の規定により報告するものでございます。 

次のページでございます。専決処分書となります。 

令和７年３月31日専決したもので、白老町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を

専決処分したものでございます。 

附則でございます。 

（施行期日） 

１ この条例は、令和７年４月１日から施行する。 

（適用区分） 

２ 改正後の白老町国民健康保険税条例の規定は、令和７年度以後の年度分の国民健康

保険税について適用し、令和６年度分までの国民健康保険税については、なお従前の例に

よるものでございます。 

次のページでございます。議案説明になります。地方税法施行令の一部を改正する政令

が本年３月31日に公布され、４月１日から施行されたことから、専決処分により改正した

ものでございます。 

改正の内容につきましては、先ほど議案第12号で説明いたしました説明資料になります

ので、議案第12号の最後の説明資料、議案第12号・報告第３号説明資料を御覧ください。 

１、改正趣旨については、先ほど同様、記載のとおりでございます。 

２、改正内容①、こちらが報告第３号となります。改正内容についてですが、課税の限

度額を合計106万円から109万円に３万円引き上げるものでございます。内訳は、基礎課税

額分が65万円から66万円に１万円引上げ、国保の医療に要する費用に充てる後期高齢者支

援金等課税額分が、現行の24万円から26万円に２万円引き上げるものでございます。介護

納付金課税額分につきましては現状のままでございます。 

次のページを御覧ください。４、対象世帯・影響額でございます。改正内容①の部分に

なりますが、影響となる世帯数は基礎課税分が26世帯、影響額26万円、後期高齢者支援金

等課税額分が17世帯、33万7,000円、合計43世帯で59万7,000円の影響額となります。 

なお、改正内容①と②を合わせたこのたびの税制改正の影響額になりますが、総合計で

いきますと、トータルで５万9,000円の減額が見込まれるものでございます。 

以上でございます。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより報告第３号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はど

うぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって報告第３号の議案説明を終わります。 

日程第21、報告第４号 専決処分の報告について（損害賠償額の決定について）、議案
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の説明をお願いいたします。 

鈴木総務課長。 

○総務課長（鈴木徳子君） 報４－１をお開きください。報告第４号 専決処分の報告に

ついてご説明申し上げます。 

地方自治法第180条第１項の規定により、議会において指定されている下記事項について、

別紙のとおり専決処分したので同条第２項の規定により報告するものでございます。 

報４－２をお開きください。専決処分書でございます。 

令和７年４月22日付で専決したものでございます。 

１、損害賠償の額につきましては、4,408円。 

２、損害賠償の相手方は、記載のとおりでございます。 

報４－３を御覧ください。事故の発生状況でございます。 

１、日時につきましては、令和７年３月22日午後４時30分頃。 

２、場所につきましては、白老町字北吉原362－２付近、町道石山大通となっております。 

３、当事者につきましては、甲、乙記載のとおりでございます。 

４、事故の状況につきましては、令和７年３月22日午後４時30分頃、乙が散歩中、コン

クリート蓋のずれた雨水ますに落下し、左膝を打撲、ほかに擦り傷・切り傷を負ったもの

でございます。 

５、被害の程度につきましては、乙の左膝打撲、擦り傷、切り傷となっております。 

６、損害賠償額につきましては、本件は、甲が管理する町道石山大通において、コンク

リート蓋２枚のうち１枚が破損しており、何らかの原因で蓋がずれていたことにより発生

した事故であるため、甲は治療費2,420円、慰謝料8,600円のうち４割を負担することとし、

乙が指定する方法により4,408円を支払うことで示談する。 

なお、損害賠償額につきましては全額保険により補填されるものでございます。 

報４－３の次のページに事故現場の見取図を添付しております。 

説明は以上でございます。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより報告第４号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はど

うぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって報告第４号の議案説明を終わります。 

日程第22、報告第５号 専決処分の報告について（損害賠償額の決定について）、議案

の説明をお願いいたします。 

鈴木総務課長。 

○総務課長（鈴木徳子君） 報５－１をお開きください。報告第５号 専決処分の報告に

ついてご説明いたします。 
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地方自治法第180条第１項の規定により、議会において指定されている下記事項について、

別紙のとおり専決処分したので同条第２項の規定により報告するものでございます。 

報５－２をお開きください。専決処分書でございます。 

令和７年５月23日付の専決としております。 

１、損害賠償の額につきましては、12万3,926円。 

２、損害賠償の相手方は記載のとおりでございます。 

事故の発生状況についてご説明申し上げます。 

１、日時につきましては、令和６年10月８日午後２時35分頃。 

２、場所については、白老町本町１丁目１番１号、白老町中央公民館正面玄関前となっ

ております。 

３、当事者につきましては、甲、乙記載のとおりでございます。 

４、事故の状況につきましては、令和６年10月８日午後２時35分頃、甲が乗客を降ろす

ため車両を停止し、出発しようと左前方へ発進したところ、左後方から進入してきた乙の

車両の右後方部分と甲の車両の左前方部が衝突したものでございます。 

５、被害の程度につきましては、乙の右後方ドア及びドア付近の破損（へこみ）がある

とされております。 

６、損害賠償額につきましては、本件は甲が発進する際、安全確認を怠ったこと等によ

り発生した事故であるため、甲は修理費用総額17万3,250円のうち８割の13万8,600円から、

乙責任額の１万4,674円を相殺した12万3,926円を負担することとし、乙が指定する方法で

12万3,926円を支払うことで示談する。 

なお、損害賠償額については、全額保険により補填されるものでございます。 

報５－３の次のページに事故現場の位置図について記載しております。 

以上でございます。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより報告第５号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はど

うぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって報告第５号の議案説明を終わります。 

日程第23、報告第６号 専決処分の報告について（損害賠償額の決定について）、議案

の説明をお願いいたします。 

鈴木総務課長。 

○総務課長（鈴木徳子君） 報６－１をお開きください。報告第６号 専決処分の報告に

ついてご説明いたします。 

地方自治法第180条第１項の規定により、議会において指定されている下記事項について、

別紙のとおり専決処分したので同条第２項の規定により報告するものでございます。 
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報６－２をお開きください。専決処分書でございます。 

令和７年６月４日付で専決したものでございます。 

１、損害賠償の額につきましては、４万3,076円。 

２、損害賠償の相手方については、記載のとおりでございます。 

続いて、事故の発生状況についてご説明申し上げます。 

１、日時につきましては、令和７年３月７日午後２時頃。 

２、場所につきましては、白老町字社台375－54付近、町道ポロト社台線。 

３、当事者につきましては、甲、乙、丙記載のとおりでございます。 

４、事故の発生状況につきましては、令和７年３月７日午後２時頃、乙が所有する車両

を丙が運転中、砂利道の凸凹によりフロントバンパーが損傷したものでございます。 

５、被害の程度につきましては、乙車両のフロントバンパー損傷でございます。 

６、損害賠償額につきましては、本件は、甲が管理する町道ポロト社台線において、凸

凹が発生していたこと及び雪解けによる着水で砂利搬入による整備が困難であったことな

どにより発生した事故であるため、甲は修理費用総額10万7,690円のうち４割を負担するこ

ととし、乙が指定する方法により、４万3,076円を支払うことで示談する。 

なお、損害賠償額につきましては、全額保険により補填されるものでございます。 

報６－３の次のページに事故の現場の位置図を添付しております。 

以上でございます。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより報告第６号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はど

うぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって報告第６号の議案説明を終わります。 

日程第24、報告第７号 令和６年度白老町一般会計繰越明許費繰越計算書について、議

案の説明をお願いいたします。  

増田企画財政課長。  

○企画財政課長（増田宏仁君） 報７－１をお開きください。令和６年度白老町一般会計

繰越明許費繰越計算書についてご説明をさせていただきます。 

令和６年度一般会計補正予算（第11号及び第12号）で議決いただきました繰越明許費に

つきまして地方自治法施行令第146条第２項の規定によりご報告するものでございます。  

報７－２をお開きください。繰越事業につきましては記載の４事業でございまして、繰

越額につきましては２億 2,418万 8,000円、財源につきましては特定財源１億 8,216万

9,000円、一般財源4,201万9,000円を繰越しするものでございます。  

説明は以上であります。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 
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これより報告第７号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はど

うぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって報告第７号の議案説明を終わります。 

日程第25号、報告第８号 白老町が出資等をしている法人の経営状況説明書の提出につ

いて、議案の説明をお願いいたします。 

鈴木総務課長。 

○総務課長（鈴木徳子君） 報８－１をお開きください。報告第８号 白老町が出資等を

している法人の経営状況説明書の提出についてご説明いたします。 

地方自治法第243条の３第２項の規定により、白老町が出資等をしている法人の経営状況

説明書を別紙のとおり提出するものでございます。 

(１)一般財団法人白老町体育協会令和６年度事業報告及び令和７年度事業計画。(２)一

般社団法人しらおい振興センター令和６年度事業報告及び令和７年度事業計画につきまし

ては、それぞれの内容につきまして、慣例によりまして説明を省略させていただきます。 

以上で報告第８号の説明を終わります。 

○議長（小西秀延君） 議案の説明が終わりました。 

これより報告第８号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はど

うぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小西秀延君） 質疑なしと認めます。 

これをもって報告第８号の議案説明を終わります。 

                                          

◎閉会の宣告 

○議長（小西秀延君） 以上をもって定例会６月会議の議案説明は全て終了いたしました。 

これをもちまして議案説明会を終了いたします。 

（午前１１時２３分） 

 


